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18 世紀末イギリス地方都市社会の多元的構成 
― キングス・リン救貧税課税記録の分析を中心に ― 1 
 






















                                                          
1 本稿は平成 19 年度文部科学省科学研究費、若手研究 B「長期の 18 世紀イギリス都市におけるエリート
とコミュニティに関する実証的研究」と、基盤研究 B「18 世紀イギリス都市における市民的社交圏の形成」
の成果の一部である。 
2 小西恵美「長期の 18 世紀イングランドの地方都市行政とコミュニティ―キングス･リン舗装委員会を中
心に―」、イギリス都市農村共同体研究会・東北大学経済史･経営史研究会編『イギリス都市史研究―都市
と地域―』日本経済評論社（2004）、pp.193-220;「地方行政組織の変化と連続―長期の 18 世紀キングス･
リンの事例―」、『比較都市史研究』、22-2（2003）、pp.41-58; Konishi, E., ‘Pluralist power in 
eighteenth-century English towns: the urban elite of King’s Lynn’, in Roth, Ralf and Beachy, Robert 
eds., Who Ran the Cities? : City Elites and Urban Power Structures in Europe and North America, 
1750-1940, (Aldershot, 2007), pp.3-20.  
3 注 2 の拙稿に加え、以下の文献を参照。Sweet, R., The English Town, 1680-1840: Government, Society 































                                                                                                                                                       
and Culture (London, 1999); Ellis, J. M., The Georgian Town 1680-1840 (London, 2001). 




















こうしたフリーメンの意義の変遷を念頭において、1770 年代から 19 世紀初めのフリーメン
登録簿を検討してみよう7。表 1 はこれを職業別に分類したものである。1801 年の人口が約
10,000 人であったキングス・リンでは、1771 年から 1810 年に認可されたフリーメンは 408
人いる。全体の 18.6％を占める 76 人の商人を筆頭に、水夫（46 人、11.3%）、食料雑貨商（30
人、7.4％）、パン屋（26 人、6.4％）、肉屋（22 人、5.4％）、船具工（22 人、5.4％）、地主 esquire
（19 人、4.7％）と続く。この時期、キングス・リンのフリーメンでジェントルマンと記載さ 
                                                          
4 フリーメンになる目的の時代ごとの特徴については、小西「近世イギリス都市におけるフリーメン制度
の意義―キングス・リン 1636-1835 年」、『三田商学研究』、48-4 (2005), pp.91-93. 
5 Sweet, R., ‘Freemen and independence in English borough politics c.1770-1830’, Past and Present, 
No.161 (1998); Barry, J., ‘Civility and civic culture in early modern England: the meanings of urban 
freedom’, Burke, P., Harrison, B. and Slack, P. eds. Civil Histories: Essays Presented to Sir Keith 




7 1636 年から 1835 年におけるキングス・リンのフリーメンの登録方法や職業構成の変遷については、小
西「近世イギリス都市におけるフリーメン制度の意義」、pp.93-99 に詳しい。 
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表１ フリーメンの職業（1771-1810 年） 
職業 人数 割合 職業 人数 割合 
merchant/banker 76 18.6% upholsterer 4 1.0% 
mariner 46 11.3% ironmonger 3 0.7% 
grocer 30 7.4% surgeon & apothecary 3 0.7% 
baker 26 6.4% tanner 3 0.7% 
butcher 22 5.4% meter 2 0.5% 
sailmaker 22 5.4% barber 1 0.2% 
esquire 19 4.7% anchorsmith 1 0.2% 
gentleman 14 3.4% baronet 1 0.2% 
roper 12 2.9% brewer 1 0.2% 
clergy/clerk 11 2.7% chamberlain 1 0.2% 
cooper 10 2.5% customs collector 1 0.2% 
bricklayer 9 2.2% currier 1 0.2% 
cordwainer 9 2.2% doctor of law 1 0.2% 
sadler 8 2.0% farmer 1 0.2% 
plumber 7 1.7% feltmaker 1 0.2% 
hatter 6 1.5% flourmerchant 1 0.2% 
stonemason 6 1.5% knight 1 0.2% 
attorney at law 5 1.2% lieutenant 1 0.2% 
bookseller 5 1.2% medical doctor 1 0.2% 
carpenter 5 1.2% money scrivener 1 0.2% 
shipbuilder 5 1.2% MP 1 0.2% 
tailor 5 1.2% shipowner 1 0.2% 
cabinetmaker 4 1.0% shopkeeper 1 0.2% 
draper 4 1.0% wheelwright 1 0.2% 
painter 4 1.0%     
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れている者はほぼ法律家であることより、これを事務弁護士 attorney と記録されている者と合


























                                                          
8 徒弟記録をみてみると、この時期にフリーメンになった水夫の徒弟先の大半は、キングス・リンの三大
商人一族が作る Bagge, Hogge, & Everard Co.であった。Norfolk and Norwich Archaeological Society, ed., 
A Calendar of Freemen of Lynn, 1292-1836 (Norwich, 1913); King’s Lynn Borough Archive (KLA), 
KL/C9/24, Apprenticeship Registers. 
9 小西「近世イギリス都市におけるフリーメン制度の意義」、p.99. 





としている 18 世紀末から 19 世紀はじめの間に、キングス・リンには二つの商工業者人名録、
すなわち 1784 年に出版された Bailey’s British Directory（1784 年人名録と表記）と 1793 年
の Universal Directory（1793 年人名録と表記）が存在した11。この二つの人名録は、たった 9
年しか発行年が違わないにもかかわらず、掲載者には大きな違いがみられる。一つの違いは掲
載者の数である。1784 年人名録の掲載人数は 176 人（重複者なし）にすぎないのに対し、1793
年人名録ではのべ 309 人（重複者含む）と大幅に増えている12。1793 年人名録の掲載者のうち
226 人（73.1％）は 1784 年人名録には載っていない。しかし単に情報が詳しくなり、新たな
人名が追加されたというわけではない。1784 年人名録に表れる 176 人のうち、93 人（52.8％）





時期にキングス・リンで営業を行っていたことがある、とみなして、1784 年人名録と 1793 年
人名録両方を分析の対象とする。 
表 2 は、キングス・リンの 1784 年と 1793 年人名録のいずれか（または両方）に掲載され
た人の職業構成をみたものである。のべ 396 人（うち 93 人、23.5％はフリーメン）が掲載さ
れているが、その中で最も多いのは商人であり、36 人、9.7％を占めている。そのあとに、織
物商（35 人、8.8％）、食料雑貨商（22 人、5.6％）、エールハウス経営者（21 人、5.3％）、法




                                                          
10 1784 年の商工業者人名録についての詳細な説明は、小西「近世イギリス都市におけるフリーメン制度の
意義」、p.100. 
11 Bailey, W., Bailey’s British Directory, or Merchant’s and Trader’s Useful Companion, for the Year 
1784, volume 4, (London, 1784), pp.839-43; Universal British Directory 1793-98 – King’s Lynn 1793 
(London, 1793-98), pp.762-65. 
12 1784 年人名録は名前でソートされており、職業も一つしか表記されていない。それに対し、1793 年人
名録は職業別でソートされているため、複数業種に就業している者は、数箇所に重複して名前が掲載され
ることになる。 
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表２ 1784 年と 1793 年商工業者人名録掲載者の職業 
人数 割合 職業 
36 9.1% merchant 
35 8.8% draper 
22 5.6% grocer 
21 5.3% alehouse/inn keeper 
20 5.1% attorney 
19 4.8% clergy/clerk 
14 3.5% gentlewoman 
13 3.3% shoe maker 
12 3.0% upholster 
11 2.8% surgeon 
9 2.3% milliner 
8 2.0% baker 
7 1.8% currier, painter 
6 1.5% druggist, gentleman, ironmonger, perfumer, sail mk, watch mk 
5 1.3% agent, haberdasher, MD, plumber 
4 1.0% bookseller, china dealer, cutter, silversmith, stonemason 
3 0.8% block mk, brazier, breech mk, carpenter, collar mk, cooper, 
esquire, hat mk, saddler, ship owner, stay mk, 
wheelwrighr/coach mk 
2 0.5% auctioneer, blacksmith, brush mk, butcher, cheesemonger, 
hadwareman, hosier, pilot, profession, salesman, school 
master/mistress, ship chandler 
1 0.3% anchorsmith, aristocracy, banker, basket mk, boat builder, 
brewer, bricklayer, broker, coffee house, commercial clerk, corn 
dealer, dyer, engraver, farmer, flour dealer, furrier, grazier, 
gunsmith, machine mk, miller, peruke mk, plasterer, rope mk, 
slater, tea dealer, tin-plate worker 

























は救貧税課税記録であろう15。1796 年の記録には 2,568 件（重複者を除くと 2,053 人）の名前
があがっており、そのうち 283 人が女性である。当時のキングス・リンの人口、約 10,000 人
のうち、15 歳から 60 歳までの成人は 53～56％ほどを占めていたとすれば16、成人人口はおよ




                                                          
13 Corfield, P. J. & Kelly, S., ‘“Giving directions to the town”: the early town directories’, Urban History 
Yearbook (1984), pp. 22-35 を参照。 
14 史料としてのフリーメン登録簿については Pound, J. F., ‘The validity of the freemen’s lists: some 
Norwich evidence’, The Economic History Review, New Series, Vol.34, No.1, 1981、商工業者人名録の成
立過程や史料としての信頼性・制約については Norton, J. E., Guide to the National and Provincial 
Directories of England and Wales, Excluding London, Published Before 1856 (London, 1950)でも詳しく
議論されている。 
15 キングス・リンの救貧税課税記録は毎年作成されるものであったが、18 世紀から 19 世紀を通して連続
して残っている点で貴重である。 
16 人口の年齢別構成については. Wrigley, E.A. and Schofield, R.S., The Population History of England, 
1541-1871 : A Reconstruction (Cambridge, 1989), pp.528-29. 

























                                                          
17 Norfolk Record Office (NRO), MF/X/341-44, Poor Rate Books.  
18 1789 年にはじめて、市会の議事録に救貧税課税の見直しをすることが明記されている。KLA, KL/C7/15, 
Hall Book. 
19 椅子張り職人のチャールズ・クルーソを議長にしたこの集会には、商人だけでなく大勢の商工業者も参
加していた。KLA, KL/C7/15, Hall Book. 
20 当初は少し厳しく査定しすぎたようで、1790 年代後半に何度か、救貧税査定額の見直しが行われている。
貧困層から上層の人々にいたるまで見直しの対象になった。NRO, MF/X/342-43, Poor Rate Books.  
21 救貧税課税額を富の指標とみなす研究として Withington, Phil, ‘Citizens, community and political 
culture in Restoration England’, Shepard, Alexander & Withington, Phil, eds., Communities in Early 
Modern England: Network, Place, Rhetoric (Manchester, 2001), p.141; French, H. R., The Middle Sort 
of People in Provincial England 1600-1750 (Oxford, 2007), pp. 90-140. 








して週手当てをもらっていた者）の数は、1770 年には 132 家族 280 人であったのが、1809 年



















                                                          
22 Grisenwaite, John., Remarks on the Political Economy and Management of the Poor in the Borough 





など、少額の家賃で部屋を貸しているところでトラブルは多かったと書かれている。An Act for the Better 
Levying and Collecting the Rates for the Relief and Maintenance of the Poor of the Parish of South 
































                                                                                                                                                       
Lynn, otherwise All Saints, in the Borough of King’s Lynn, … [Royal Assent, 15 April 1824] 











（1,100 ポンド、1788 年）、トマス・アルダーソン（600 ポンド、1792 年）、ウィリアム・ス
ワットマン（650 ポンド、1792 年）、ロバート・ウィンコップ（1,800 ポンド以上、1794 年）、
エドワード・エヴェラード（2,000 ポンド、1794 年）、トマス＆ウィリアム・バッグ（7,650
ポンド以上、1794 年）、マクシー・アレン（500 ポンド、1794 年）などがみられる25。しかし















                                                          
24 ウィリアムは Islington Hall、トマスは結婚相手の親（キングス・リンの最有力者の法律家、フィリッ
プ・ケース）から貰いうけた Stradsett Hall に住んでいた。その他、Gaywood Hall もバッグ家の所有物
である。これらのカントリ ・ーハウスは三箇所ともにキングス・リンから数マイル～15 マイル圏内にある。 
25 詳しくは、小西「地方行政組織の変化と連続」、p.53、表 2 を参照。 
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年の救貧税課税記録では 2,568 件、2,053 人の担税者のうち、ストックに課税されているのは


























                                                          


























能な限り一つにまとめ、それを集計したものが表 3 である。さらに、1751 年から 1810 年の間
に登録されたフリーメンの情報と 1784 年と 1793 年の商工業者人名録の職業情報を加え、その
上位だけ抽出したものが表 4 である30。 





のほぼ 20％を占めている。上位 3 クラスまで広げても、人数は 1.1％を占めるだけだが、査定 
                                                                                                                                                       
Barney, J., ‘Merchants and maritime trade of King’s Lynn in the eighteenth century’, unpublished PhD 
thesis for University of East Anglia (1997)が詳しい。 
28 An Act for the Better Levying and Collecting the Rates for the Relief and Maintenance of the Poor… 
[Royal Assent, 15 April 1824]. 
29 NRO, MF/X/342, Poor Rate Book, 1796. 
30 商工業者人名録は 1784 年と 1793 年のものを利用しているので、これら 2 年間の人名録の掲載者が担税




















I 250 以上 8 0.4  0.4 3,924.3 19.6  19.6  
II 100～250 8 0.4  0.8 1,369.0 6.9  26.5  
III  75～100 7 0.3  1.1 617.0 3.1  29.6  
IV  50～ 75 19 0.9  2.0 1,108.5 5.5  35.1  
V  25～ 50 75 3.7  5.7 2,593.5 13.0  48.1  
VI  20～ 25 38 1.9  7.5 796.0 4.0  52.1  
VII  15～ 20 69 3.4  10.9 1,166.3 5.8  57.9  
VIII  10～ 15 147 7.2  18.1 1,701.0 8.5  66.4  
IX 7.5～ 10 131 6.4  24.5 1,094.5 5.5  71.9  
X  5～ 7.5 382 18.6  43.1 2,199.8 11.0  82.9  



















次に表 3 と表 4 を参照しながら、それぞれのクラスにはどのような人々がいたかをみていく
ことにしよう。クラス I（年 250 ポンド以上の査定額）に分類されている者は 8 人いるが、ジョー
ジ・ホッグとエドワード・エヴェラードは 800 ポンドを超えており他を寄せつけない。その後 
                                                          
31 Ellis, The Georgian Town, pp. 71-74. 
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表４ クラス I～Vの担税者と資産査定総額 
  氏名 職業 資産総額（£） 
クラス I Hogg, George merchant 882.3 
(£250/年以上) Everard, Edward merchant 802.3 
  Baker, Samuel merchant 485.3 
  Bagge, Thomas merchant 477.0 
  Denton, Osbert merchant 380.5 
  Mayor & Burgess  338.5 
  Nurse, John shipowner 285.3 
  Stockdale, John merchant 273.3 
クラス II Audley, Thomas merchant 215.0 
(£100～£250/年) Freeman, Robert merchant 210.3 
  Carr, Thomas merchant 203.0 
  Allen, Maxey merchant 150.5 
  Blackburn, Thomas merchant 191.5 
  Self, Lionel jur merchant 147.8 
  Camps, Joseph merchant 101.0 
  Birkbeck, John banker 100.0 
クラス III Bell, Henry attorney 99.5 
(£75～£100/年) Brame, Thomas merchant & shipowner 98.0 
  Hadley, Samuel merchant 98.0 
  Redfearn, Richard Medical Doctor 87.0 
  Bagge, William merchant 80.0 
  Baker, William merchant 77.5 
  Shelton, Richard inn keeper 77.0 
クラス IV Cary, John merchant 71.0 
(£50～£75/年) Elsden, Edmund Rolf merchant 71.0 
  Hubbard, John shipowner 64.5 
  Marshall, Ursula esquire 64.5 
  Hamond, Elizabeth esquire 64.0 
  Hankinson, Thomas merchant 62.0 
  Middleton, John pilot 61.8 
  Beckett, William shipowner 58.3 
  Bonner, Thomas merchant 58.3 
  Cade, Mary esquire 56.5 
  Whincop, Robert attorney 56.0 
  Smea, Richard inn keeper 55.5 
  Lloyd, Henry schoolmaster 55.0 
  Lockett, John china dealer 54.0 
  Taylor, Joseph Peckover merchant/banker 53.0 
  Thompson, Allen shipowner 51.8 
  Marshall, Richard bookseller 51.5 
  Elsden, Elizabeth esquire 50.0 
  Partridge, William merchant 50.0 
クラス V Hubbard, William shipowner 49.5 
(£25～£50/年) Silverwood, Benjamin brush mk 49.0 
  Claxton, Matthew esquire 47.0 
  Swatman, Elizabeth flour dealer 47.0 
  Long, Hanslip tanner 46.8 
  Cruso, Charles upholster 46.0 
  Galloway, John draper 46.0 
  Forster, William  45.5 
  Case, Thomas Mallet esquire 45.0 
  Gagen, Thomas  45.0 
  Dixon, John grocer 44.0 
  Hales, Ann gentlewoman 44.0 
  Bradd, Peter shipowner 43.5 
  Peek, George grocer 43.3 
  Parkinson, Israel shipowner 42.8 
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  Turner, Robert grocer 42.5 
  Bailey, George upholster 41.5 
  Gales, Thomas druggist 41.0 
  Wardell, John draper 41.0 
  Edwards, John jur grocer 40.0 
  Edwards, John merchant 40.0 
  Mugridge, Edward draper 39.5 
  Lake, William hatter 39.0 
  Martin, William grocer 39.0 
  Cooper, Matthew saddler 38.0 
  Cooper, Thomas draper 37.5 
  Daws, Charles draper 37.5 
  Hazard, William  37.5 
  Creak, William draper 36.0 
  Edwards, Edward clergy 36.0 
  Oldmeadow, James upholster 36.0 
  Everard, Mary gentlewoman 35.0 
  Hurrell, Robert  34.5 
  Andrews, Joseph  34.0 
  Fysh, James merchant 33.5 
  Upwood, Thomas surgeon 33.5 
  Alderson, Isabella gentlewoman 33.0 
  Cooper, William saddler 33.0 
  Goodwin, Harvey attorney 33.0 
  Bayfield, Thomas draper 32.5 
  Hales, Margaret upholster 32.5 
  Jex, James draper 32.5 
  Reeves, James upholster 32.5 
  Gosker, Thomas esquire 30.3 
  Ayre, James plumber 30.0 
  Case, William attorney 30.0 
  Clark, John alehouse keeper 30.0 
  Fysh, Christoppher draper 30.0 
  Hemmington, John attorney 30.0 
  Middleton, Barnard surgeon 30.0 
  Robertson, Walter surgeon 30.0 
  Woodham, John perfumer 30.0 
  Wittingham, William printer 29.0 
  Page, Charles grocer 28.0 
  Keed, John breech mk 27.5 
  Swatman, William merchant 27.3 
  Curtis, John merchant 27.0 
  Swaine, Mary gentlewoman 26.3 
  Eldridge, Richard  26.0 
  Fysh, Francis draper 26.0 
  Harwood, John attorney 26.0 
  Mans, Martin  25.5 
  ____, John banker 25.0 
  Allen, Stephen clergy 25.0 
  Carter, Louisa schoolmaster 25.0 
  Chequer, John shoe mk 25.0 
  Crawforth, Hugh surgeon 25.0 
  Grant, Valentine alehouse keeper 25.0 
  Jackson, Michael furrier 25.0 
  Lawrence, Joseph attorney 25.0 
  Lloyd, Margaret gentlewoman 25.0 
  Matland, Collier attorney 25.0 
  Mowbray, John brush mk 25.0 
  Oxley, Thomas merchant 25.0 
  Wardell, William butcher 25.0 
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にサミュエル・ベーカーとトマス・バッグ、オスバート・デントン、ジョン・ナース、ジョン・
ストックデールと続く32。7 隻の船舶を所有する廻船業者ナース以外は全て商人である。クラ
ス II（年 100～250 ポンドの査定額）はクラス I と同様に 8 人で、銀行家のジョン・バークベッ
クを除き、彼らも全て商人であった。さらにクラス III（年 75～100 ポンドの査定額）の 7 人
には、5 人の商人のほかに、弁護士のヘンリー・ベルと内科医のジョン・レッドファーンとい





文具商・印刷工、茶商も含む。上記のクラス I からクラス IV を全て合わせると、資産を 50 ポ









職業を特定できない 7 人も、そのうち 4 人は倉庫や作業場、店舗をもっていることから商工業
者であると推定できる。その下の、クラス VI（年 20～25 ポンドの査定額）38 人とクラス VII




10～15 ポンドの査定額）には 147 人いるが、その三分の二の職業が特定できない。ストック
や作業場、店舗に課税されていることから、大半が商工業者であることはわかるが、フリーメ
                                                          




ぎないと主張している。French, The Middle Sort of People in Provincial England, pp.141-200. 本稿でい
うクラス I～IV に分類される者がこれにあたると思われる。 
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ン登録簿にも商工業者人名録にも名前が載っていないため、それ以上は特定できない。これら
クラス V からクラス VIII（年 10 ポンド～50 ポンドの査定額）329 人の担税者（全担税者の
16.0％）は総査定額の 31.3%を負担しており、グループ内の格差は大きいものの、これがキン
グス・リンのミドリング・ソートにほぼ該当する層とみることができる。 
クラス IX 以下の、資産が年 10 ポンド未満と査定された層は、キングス・リンの下層を構成
する。クラス IX（年 7.5～10 ポンドの査定額）の 131 人とクラス X（年 5～7.5 ポンドの査定
額）の 382 人、合わせて 513 人（総担税者の 25.0％）の少なくとも上位半分は、ミドリング・
ソートとのボーダーを行き来する層とみてよいであろう。さらに、最下層のクラス XI（年 5




金で暮らしをたてる「労働者」世帯であったと考えられる。事実、クラス IX からクラス XI（年
10 ポンド未満の査定額）の担税者でストックに課税されている者は誰もいない。 










最後に、女性担税者について触れておきたい。担税者 2,053人中 284人（総担税者数の 13.8％）
は女性であったが、このうちクラス IX 以下（年 10 ポンド未満の査定額）の担税者は 241 人（総
女性担税者数の 84.9％）で、81.9％という男女を合わせた同クラスの全担税者における割合よ
りも少し高くなっている34。一方で、前述のように、クラス V 以上（年 25 ポンド以上の査定
額）の担税者も 9 人いる。女性担税者の大半は寡婦や未婚女性だと思われるが、33 人の商工業
                                                          
34 Ellis, Georgian Town, p.75. エリスは、当時の社会構成の最底辺には不釣合いなくらいに女性が多かっ
たと言っている。おそらく救貧受給者である極貧層の男女比をみると、その差はさらに明白になると思わ
れる。 
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者人名録に掲載されている女性の職業の内訳は、ジェントルウーマンが 14 人、エールハウス







給者がいたことを忘れてはならない。前述のように、1809 年には 514 家族 1,172 人が教区か





















                                                          
35 KLA, KL/C7/15, Hall Book.  
36 French, The Middle Sort of People in Provincial England, pp.99-100. 




 まず、担税者とフリーメンの関係をみていこう。1796 年の救貧税担税者 2,053 人のうち、
1796 年時点でフリーメンであった者は 80 人（総担税者の 3.9％）しかいない37。この時期、フ
リーメンは 260～70 人ほどいたと推定されるから38、全体の 30％程度しか救貧税を負担してい
ないことになる。1834 年の都市自治体調査委員会の報告によると、キングス・リンではフリー








年にフリーメンに登録された 1,089 人のうち、出身地のわかる者は 372 人いるが、そのうち 144
人はキングス・リン以外を出身地としている42。国政選挙権を目的としてフリーメンになる者












ない。平均寿命等を考慮して 260～70 人程度と推察される。 
39 Reports from Commissioners on Municipal Corporations in England and Wales (1834), p.2401. 
40 小西「1830 年代の都市改革：キングス・リン選挙人の分析から」、『専修大学人文科学年報』、35 (2005); 
「近世イギリス都市におけるフリーメン制度の意義」。 
41 1832 年の選挙法改正により、キングス・リンから 7 マイル以内に居住する者にのみ、選挙権が与えられ
ることになった。 
42 KLA, KL/D19/1, Freemen Register. 





フリーメン担税者 80 人を分析したのが表 5 である。非フリーメン担税者と比較して明らか
に高額担税者が多い。桁違いの高額担税者のホッグとエヴェラードをはじめ、上位 4 人はフリー
メンである。表 3 のクラス I～IV（年 50 ポンド以上の査定額）にはフリーメンが 19 人おり、
このグループの担税者総数の 45.2％、全フリーメン担税者の 23.8％を占める。さらにクラス V
（年 25 ポンド～50 ポンドの査定額）のフリーメン担税者は 21 人で、クラス V の担税者総数
の 28.0％、全フリーメン担税者の 26.3％を占めている。担税者全体の間ではクラス I～IV が
2.1％、クラス V が 3.7％という分布になっているのと比較して、フリーメン担税者は高額の査
定を受ける者の割合が高いことは明白である。また、最下層のクラス XI（年 5 ポンド未満の査
定額）のフリーメン担税者の 7 人は、クラス XI の担税者総数の 2.2％、フリーメン担税者総数
の 18.8％を占める。全担税者の中でこのグループに分類される者（56.9％）と比較すると大差
があることがわかる。 





  全担税者 フリーメン担税者 
査定総額（£) クラス 人数 割合 人数 割合 全担税者における割合 
50 以上 I～IV 42 2.0% 19 23.8% 45.2% 
25～50 V 75 3.7% 21 26.3% 28.0% 
20～25 VI 38 1.9% 5 6.3% 13.2% 
15～20 VII 69 3.4% 10 12.5% 14.5% 
10～15 VIII 147 7.2% 10 12.5% 6.8% 
5～10 IX～X 513 25.0% 8 10.0% 1.6% 
5 未満 XI 1,169 56.9% 7 8.8% 0.6% 
合計 2,053 100.0% 80 100.0%   
                                                          
43 体を壊し働けなくなった者は病院等に入り、長期療養をしなければならないこともある。 
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表６ 商工業者人名録掲載者の担税者 
  全担税者 掲載者の担税者 
査定総額（£) クラス 人数 割合 人数 割合 全担税者における割合 
50 以上 I～IV 42 2.0% 30 10.6% 71.4% 
25～50 V 75 3.7% 58 20.6% 77.3% 
20～25 VI 38 1.9% 21 7.4% 55.3% 
15～20 VII 69 3.4% 40 14.2% 58.0% 
10～15 VIII 147 7.2% 59 20.9% 40.1% 
5～10 IX～X 513 25.0% 54 19.1% 10.5% 
5 未満 XI 1,169 56.9% 20 7.1% 1.7% 
合計 2,053 100.0% 282 100.0%   
 
工業者人名録に掲載された担税者は、全担税者 2,053 人中の 282 人（13.7％）であるが、その
うちクラス I～VI（年 50 ポンド以上の査定額）に分類される人は 30 人で、グループ全体の担
税者の 71.4％、商工業者人名録に掲載されている全担税者の 10.6％を占める。そしてグループ
V（年 25～50 ポンドの査定額）は 58 人で、このクラスの担税者全体の 77.3％、商工業者人名
録掲載者の 20.6％である。フリーメン担税者のレベルにまでは達しないが、それでも全担税者
の分布と比較すると、このクラスに分類される商工業者人名録掲載者の割合は非常に高い。他












































                                                          
44 Corfield, P. J., ‘Proto-democracy: London electors and the civic constitution, 1700-1850’. これは平成
19 年度科研費（基盤研究 B）「18 世紀イギリス都市における市民的社交圏の形成」の研究会報告用の原稿
で、筆者の許可を得て引用した。 





















会構成員（1781～1810 年）、道路舗装委員（1802 年）、区長 headborough（1786～1810 年）、












46 小西「地方行政組織の変化と連続」; Konishi, ‘Pluralist power in eighteenth-century English towns’. 














成員になると生涯辞めることのない終身職であった。1781 年から 1810 年に市会構成員は全部
で 60 人おり、当然、全員がフリーメンである。その半分の 31 人は商工業者人名録に掲載され
ている。フリーメン登録簿と商工業者人名録の両方またはどちらかにその職業名を掲載されて
いる市会構成員のうち、37 人が商人（兼業も含む）、10 人が弁護士、4 人が食料雑貨商という
内訳になっている。しかし興味深いことに、60 人の市会構成員の中で担税者は 27 人（45.0％）











 法定委員会の一つである道路舗装委員会 Paving Commission は、道路やその他のインフラ
                                                          
47 議事録には出欠が記載されているが、キングス・リンの市会への構成員の出席率はかなり高かった。最
も欠席しがちであったベルでさえ、出席率は 70％をこえている。KBA, KL/C7/15, Hall Book. 






人が商工業者人名録掲載者であり、資産査定額をみても、31 人の担税者のうち 13 人（41.9％）
は年 50 ポンド以上、11 人（35.5％）は年 25～50 ポンドと査定されている。委員の四分の三
が舗装委員会証券を購入し、中には数百ポンドも引き受けている者がいることからも、彼らが
キングス・リン・コミュニティの中で経済的に最上位に分類される人々であったことは明らか
である49。職業としては 23 人の商人と 5 人の弁護士の他、食料雑貨商や織物商をはじめとする










舗装委員で証券を引き受けている者は 17 人（全証券引受人の 20.7％）とさほど多くなく、委
員会に直接関係していないにもかかわらずこの公共事業に手を貸そうとする者がたくさんいた。
証券引受人の中で救貧税課税記録に載った者は 54 人いるが、そのうち年 50 ポンド以上と査定
された担税者が 21 人、年 25～50 ポンドが 17 人とやはり高額担税者の商人が目立つ。しかし
その一方で、資産査定額が年 8 ポンドの治安官で酒類販売業者のジョセフ・マリオットや年 12
ポンドの聖職者のウィリアム・ハーディーマン、年 15 ポンドの配管工トマス・ゴスカーなど、
                                                          
48 The Act of Parliament, 43 Geo. 3. for Paving, &c. the Borough of King’s Lynn (1803); 46 Geo. 3. for 
amending, altering, and enlarging the Power of the said Act (1806). 
49 1803～1810 年における舗装委員会証券の全引受人のリストは、小西「地方行政組織の変化と連続」、
pp.54-55、表 3 を参照。 
50 キングス・リンの舗装委員会の具体的な活動内容については、小西「長期の 18 世紀イングランドの地
方都市行政とコミュニティ」、pp.201-14 を参照。 
51 J. ストバートらも、こうした改良委員会に資金を提供することで、とりわけミドリング・ソートの人た
ちの都市行政への参加機会が広がったと指摘している。Stobart, J. & Hann, A. & Morgan, V., Spaces of 
Consumption: Leisure and Shopping in the English Town, c.1680-1830 (2007), p.67. 













60 名の区長の中にはリチャード・マーシャルをはじめとする 5 人の現役の市会構成員も含まれ
ており、コミュニティの中では名誉ある役職であったことがわかる。そのうちの 30 人が商工
業者人名録に掲載されてはいるが、この職にはかならずしも裕福な者だけが就任したわけでは
なかった。38 人いる担税者のうち、資産査定額が年 50 ポンドを超える者は 3 人、年 25～50
ポンドの者も 11 人だけであった。職業からみても、上述の市会構成員や舗装委員とは異なる
層の住民を多く含んでいる。商人が 7 人、織物商が 3 人、食料雑貨商が 3 人いるが、それ以外
には、ミドリング・ソートにありがちな職業である書籍商や帽子職人、パブ経営者、パン屋、






官に就いた 106 人のうち、フリーメンはたった 8 人、商工業者人名録に載っていたのは 26 人
しかいなかったことからも予測できる。担税者は 53 人いたが、そのうち 2 人だけが資産査定








らずに訴えられるケースが記載されている。KLA, KL/C7/15, Hall Books. 
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人の署名人のうち、市会構成員は 38 人、舗装委員は 22 人、舗装委員会証券引受人も 42 人み
られる。様々な社会階層の人々が教区会に出席していたせいか、署名人のうち救貧税課税記録
に載っている 156 人の担税者の資産査定額をみると、年 7.5 ポンドから 800 ポンドにいたるま
で幅広い。しかし商工業者人名録掲載者が署名人全体の約半分である 120 人いることから、半
分以上はミドリング・ソートより上の層の人々であったと考えられる。 




されなかったし、事実、フリーメンは 11 人しかいなかった。1788 年以降は記録がないので、
それ以前の 7 年間のみ分析すると、のべ 44 人の名前をみつけだせる。そのうち 28 人が担税者
                                                          
54 フレンチは、教区委員や貧民監督官、治安官をはじめとする教区の役職者について、富裕度と関連させ
た分析を行っている。French, Middle Sort of People in Provincial England, pp.112-17. 
55 市会の議事録には毎年、任命された有力住民の名前が記載されるが、そこにはかならず「クエーカー教
徒でない」という文言が含まれる。KBA, KL/C7/15, Hall Book. 
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56 コーポレーションの役職として、登記官 recorder や書記 town clerk、検死官、太刀もち、看守、廷吏
sergeant at mace、収入役 treasurer、税徴収役、会計役 chamberlain、港湾管理人、上水道管理人、触れ




いて興味深い議論をしている。French, The Middle Sort of People in Provincial England, pp.90-140. 
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しかしそれはエリスらの研究が示唆するとおり、多くの地方都市に多かれ少なかれ共通する構
造であった。予想されるように、キングス・リンのフリーメン、商工業者人名録掲載者、市政
参加者の多くは、担税者の上層グループに含まれていた。しかし本稿は、これら四つのグルー
プには無視できないズレがあることを指摘してきた。これだけ多くの住民を担税者としてカ
バーしているにも関わらず、救貧税課税記録には表れないフリーメンや商工業者人名録掲載者
も少なからずいた。都市行政に目を向けても、その担い手は経済的・社会的上層の人々だけに
かならずしも独占されているわけではなかった。18 世紀のキングス・リンは、一握りの同質的
少数集団が経済・社会・政治の領域を支配する一元的構造とはほど遠いものであった。都市機
能の拡大と変化は、経済的にも、社会的にも、さらには空間的にも、より多くの多様な人々を
複合的な都市コミュニティの一員として組み込むことになった。社会的上層から下層まで、経
済的に恵まれている者から辛うじて独立の世帯を維持している者にいたるまで、あらゆるレベ
ルや様々な職業の人たちがヒエラルキーを構成する多元的な都市行政機システムの中で相応の
役職に就き、市政を担い、あるいは証券や債権を引き受け公共事業の資金集めに協力したり、
救貧税の支払いによって福祉を分担したりすることを通じて、地域社会を動かす都市社会の機
能の一端を担い、影響力を強めた。このような活動にとっては、担税者や非担税者、フリーメ
ンや非フリーメンの区別はかならずしも重要でなかった。キングス・リンの住民たちは多元的
な方法、多様な場面で都市社会における発言権を得て社会的地位を確立し、高めていったので
ある。 
